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本報告の骨子
1 研究の概要について
2 研究の柱について
3 研修講座について
4 検証授業について
5 指導案バンクについて
6 今年度の成果と課題について



(1)主題設定に関わる社会的背景

(2)研究主題と研究の方向性

1 研究の概要について



①子供たちの生きる社会

(1)主題設定に関わる社会的背景



②求められる「生きる力」

(1)主題設定に関わる社会的背景

何を理解しているか，何ができるか
（知識・技能）

理解していること・できることをどう使うか
（思考力・判断力・表現力）

どのように社会・世界と関わり，よりよい人生を送るか
（学びに向かう力・人間性）

生
き
る
力



(1)主題設定に関わる社会的背景

③「学びに向かう力」とは



(1)主題設定に関わる社会的背景

④主体的・対話的で深い学びの実現に向けて

主体的・対話的で
深い学びの
実現

教科等の特質 授業で身に付ける
べき学習内容児童生徒の実態



⑤指導と評価の一体化

(1)主題設定に関わる社会的背景

授業者

授業改善

学習者

次の学習へ

授

業
児童生徒の成果を
的確に捉える。

自分自身での
ふり返り

適切な場面や方法で評価



将来，成人した児童生徒が未来社会を力強く生き抜いていくためには，

学びに向かう力

未来を切り拓いていく力

質の高い授業の実践が不可欠

（２）研究主題と研究の方向性



（２）研究主題と研究の方向性

校内研究の活性化授業力の向上 と

• 学びに向かう力を育成するための授業改善

• 実践的指導力の向上を図るための教職員研

修の工夫・改善



2 研究の柱について

授業力の向上 校内研修の活性化

検
証
授
業

研
修
講
座

し
り
べ
し

指
導
案
バ
ン
ク



(1)「校内研修」

(2)「学習指導（授業づくり）」

3 研修講座について

(３)「学習指導（授業改善）」



①６月１日 研修講座「校内研修」講義1

研究主題解決のための研究仮説や研究
計画の立て方

まとめ方と次年度へのつなげ方

研究討議の方法とファシリテーター



①６月１日 研修講座「校内研修」講義1



② 6月１日 研修講座「校内研修」講義Ⅱ



② 6月１日 研修講座「校内研修」講義Ⅱ



② 6月１日 研修講座「校内研修」講義Ⅱ



② 6月１日 研修講座「校内研修」講義Ⅱ



② 6月１日 研修講座「校内研修」講義Ⅱ



② 6月１日 研修講座「校内研修」講義Ⅱ



② 6月１日 研修講座「校内研修」講義Ⅱ



② 6月１日 研修講座「校内研修」講義Ⅱ



② 6月１日 研修講座「校内研修」講義Ⅱ



③６月１日（水）研修講座「校内研修」演習・交流

 各校の校内研修の現状と課題
の交流

 ＜主なテーマ＞

 ①よりよい研修について

 ②全員を巻き込む研修の在り方について

 ③研修の進め方の基本について

事前アンケートで課題別のグループ分け

それぞれの悩みや課題について、交流刷るだけで無く、グループ内で解決方法を模索するなど、これからの実践に生かすため
のアイデアを得ることができた。



③６月１日（水）研修講座「校内研修」演習・交流



①６月１４日 研修講座「学習指導」（授業づくり）

『教師も子どもも明日の授業が楽しみになる１単位時間の授業づくりについて』

①タイムマネジメント

②ねらいに基づいた評価規準

③教科書



学習指導・授業づくり





①６月１４日 研修講座「学習指導」（授業づくり）

１ 前時をふり返る

２ 問題をつかむ

３ 課題

４ 見通しをもつ

５ 自分の考えをもつ（自力解決）

６ 交流（ペア、グループ、全体）

７ まとめ

８ 練習問題でたしかめる

９ ふり返る

①タイムマネジメント 例

 
〇授業

じゅぎょう

で学習
がくしゅう

したこと 

〇自分
じ ぶ ん

なりにわかったこと 

 
〇学習

がくしゅう

の中
なか

で気
き

づいたこと 

〇友達
と もだち

から学
まな

んだこと 

 

〇もっと知
し

りたいこと 

〇これから生
い

かしたいこと 

（例）振り返り



①６月１４日 研修講座「学習指導」（授業づくり）

②ねらい （例）５年 算数「小数のかけ算」



①６月１４日 研修講座「学習指導」（授業づくり）

③教科書の構成

国語 学習計画

学
習
計
画 

①  

か
だ
い 

計
画 

 

 

   

②  

全
体
を
と
ら
え
る 

・登
場
人
物
と
中
心
人
物 

・「お
く
び
ょ
う
」と
言
って
い
る
の
は
？ 

 

③  

く
わ
し
く
読
み
取
る 

・じ
さ
ま
は
、
豆
太
を
ど
の
よ
う
な
子
だ
と
思
って 

い
る
の
か 

・豆
太
の
気
持
ち
は
、
ど
の
よ
う
に
か
わ
って
い
った 

の
か 

 
 
 

↓
↓ 

・自
分
の
考
え    

 

④  

深
め
よ
う 

 

・豆
太
は
、
は
じ
め
と
終
わ
り
で
か
わ
った
の
か 

 

⑤ 

広
げ
よ
う 

  

・お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
を
し
ょ
う
か
い
し
よ
う 

登
場
人
物
の
気
持
ち
を
そ
う
ぞ
う

し
な
が
ら
読
も
う
。 

 

言
葉
と
事
実  

学
習
計
画 

  

一
． 

筆
者
の
言
い
た
い
こ
と
は
？ 

（
１
） 

「
事
実
」
と
は
、ど
ん
な
こ
と
？ 

（
２
） 

③
段
落
「
ど
う
も
、そ
う
で
は
な
さ
そ
う
で
す
。」
こ
の
後
、筆
者
は
な
ん
て
言
い
た
い
？ 

 

二
． 

三
つ
の
事
例
と
は
？ 

三
つ
の
事
例
を
通
し
て
、ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
配
る
必
要
が
あ
る
？ 

 

三
． 

経
験
し
た
こ
と
の
あ
る
「事
例
」に
つ
い
て
、
考
え
た
こ
と
を
書
こ
う 

 

四
． 

友
達
と
交
流
し
よ
う 

（
１
）
友
達
は
ど
ん
な
例
を
も
と
に
考
え
て
い
る
？ 

（
２
）
事
実
の
表
し
方
に
つ
い
て
、ど
う
考
え
て
い
る
？ 

 

◎
ふ
り
返
り 

    

①
三
つ
の
事
例
を
通
し
て
、ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
配
る
必
要
が
あ
る
？ 

    

②
言
葉
で
事
実
に
つ
い
て
説
明
し
た
り
、言
葉
か
ら
事
実
を
想
像
し
た
り
で
き
た
？ 

事
例
と
解
説 

『
言
葉
と
事
実
』
は
、
事
例
を
も
と
に
解
説
し
た
文
章
で
す
。 

「
事
例
」
と
は
、
筆
者
が
取
り
上
げ
た
具
体
例
、「
解
説
」
と
は
、
そ
の
事
例
を
も
と
に
、
筆
者
が
伝
い
た

い
こ
と
を
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
も
の
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
文
章
で
は
、
次
の
点
に
注
意
し
て
読
む
こ
と
が
大
切
で
す
。 

●
筆
者
が
説
明
し
て
い
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
、
ど
の
よ
う
な
結
末
に
な
っ
た
か
。 

●
筆
者
が
解
説
し
て
い
る
こ
と
は
、
事
例
の
ど
の
部
分
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
の
か
。 

 
事
例
と
解
説
の
関
係
を
考
え
る
こ
と
で
、
筆
者
の
考
え
を
な
っ
と
く
し
た
り
、
疑
問
点
を
見
つ
け
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
 
 

言
葉
と
事
実
と
の
関
係
を
考
え
よ
う 

事
例
と
解
説
を
も
と
に
、 五

年

言
葉
と
事
実

三
年

モ
チ
モ
チ
の
木



①６月１４日 研修講座「学習指導」（授業づくり）

「“問い”の連続でつくる数学的活動」

単元導入では、

身近な題材から算数の
問題を発見し、目的意識
をもって数学的活動に取り
組めるよう配慮されている。

算数 教科書の基本姿勢



①６月１４日 研修講座「学習指導」（授業づくり）

交流（ペア、少人数）

①短時間に話す機会の確保
②安心、自信
③練習
④教師側の支援、見取り
⑤アドバイス、ヒント、知る
⑥思考の広がり

何のためにペア交流しているのか
どんなよさがあるのか

子どもにも意識させること

話したくなる授業作り

話せる環境作り

意図をもって

話す、聞く時間
反応の仕方

交流

☆低学年→自分なりに表現
・・・たくさんの児童が話せる、聞ける経験

☆中学年→分かりやすく説明できる
・・・高め合える練習、価値づける、伸ばしていく

☆高学年→的確に説明できる
・・・自分達で作り上げる授業



１単位時間の授業づくり（中学校）



１時間で「何を学ばせたいのか」の確認

学習指導要領

年間指導計画

単元・題材の指導計画

授業の流れ



「○○を学ばせたい」から…

なにを教えるのか？

どこを教えるのか？

どこを発展させるのか？



「○○を学ばせたい」から…

山登りに例えると…

・山頂（ゴール）は同じ

・ルートは何通りもある

スタート（導入）

ゴール（目的）

実態に応じて、改良を重ねていく



授業の流れ



①６月14日 研修講座「学習指導」（授業づくり）
授業略案（  年  月  日   時間目）（教科・領域          ）（単元・主題名           ）（   ／   ） 

（授業者         ）（学級  年  組    名） 

 

 板書計画 

○本時の目標（ねらい） 

 

 

○指導の留意点や準備物・掲示物等 

☆令和４年度の重点！ 努力を要する児童への手立て 

 

 



１３の授業改善の視点

②９月２０日 研修講座「学習指導」（授業改善）

「学びの具体例」
～具体的な教師の手立て



②９月２０日 研修講座「学習指導」（授業改善）



板書型指導案に
授業改善の視点を

組み込み
具体的な場面を
チェックリストに

②９月２０日 研修講座「学習指導」（授業改善）



授業実践（寿都小学校４年）

②９月２０日 研修講座「学習指導」（授業改善）



授業実践（寿都小学校４年）

②９月２０日 研修講座「学習指導」（授業改善）

クラスの実態
に応じ、子ども
達が「やってみ
たい！」と思う
ような単元名
を設定し、意
欲化を図る。



授業実践（寿都小学校４年）

②９月２０日 研修講座「学習指導」（授業改善）



授業実践（寿都小学校４年）

②９月２０日 研修講座「学習指導」（授業改善）



②９月２０日 研修講座「学習指導」（授業改善）

協議・交流

○小学校グループ

・低学年への指導法について

⇒授業改善のチェックリストを使う

・全体交流の持ち方

⇒机間指導で一人一人の考えを把握

・低位の子への指導について

⇒周囲を育てる、ルーティン化

○中学校グループ

・振り返りの方法

⇒統一の様式を作成し使用

毎回コメントを返す

クロムブック等のICTを活用

・少人数学級における道徳の授業

⇒ICT等を活用した周辺校との交流



②９月２０日 研修講座「学習指導」（授業改善）

受講者からの声…自身の課題解決に向けた内容

○見通しをもった単元計画

・「今、何をすべきか」が分かる

○交流について

・子どもの思考を想定した発問の準備

・教師が話し過ぎず、子ども同士で深める

・低位の子は仲間の言葉を復唱し、上位の

子が仲間の言葉を要約する

・子どもの自然な反応

○導入の方法

・いかに子どもたちを引き付けるか

・教師が意図をもってわざと間違える

・子どもが課題を読み上げる時のルール ○授業改善チェックリスト

・自身の授業を振り返るときに有効



11月1日(火)実施
仁木町立仁木小学校５年
山内 智志 教諭
国語「雪わたり」

４ 検証授業について



「学びに向かう力」を育成するための
授業改善

検証テーマ

４ 検証授業について



４ 検証授業について

検証の視点

1．全員が「考えてみたい、説明したい、探求したい」と
思える発問の工夫

2．意欲がもてる本時の課題提示～which型課題～
3．単元を貫く課題の提示



・読みたいと思ってもらえる「雪わたり」のポップ
イメージを作ること

・「雪わたり」の魅力を伝える推せん文を書くこと

単元全体を貫く課題の提示（ゴール目標）





意欲が持てる本時の課題提示



意欲が持てる本時の課題提示



意欲が持てる本時の課題提示



発問の工夫



発問の工夫



ICT機器の効果的な活用



検証の視点

1．全員が「考えてみたい、説明したい、探求したい」と
思える発問の工夫

2．意欲がもてる本時の課題提示～which型課題～
3．単元を貫く課題の提示

管内各校への提案・発信
さらなる研究推進



5 指導案バンクについて

明日の授業づくりの
ヒントとなるように！

クラウドフォルダ



後志の先生方に向けて

４月～９月
所員が所属校から収集

10月～
管内の先生方へ

閲覧開始

















5 指導案バンクについて

今後、後志管内のより多くの先生に
活用してもらえるように！



Ⅲ．研究の成果と課題

成果
〇研修講座では、センターが
推進している板書指導案を講
座を通して進めることができた。
〇集合形式の講座ができ、検
証授業も実施することができ
た。
〇指導案バンクを始動させる
ことができた。

課題
〇研修講座は午後日程で行っ
たため、短時間の中でさらに
中身のある内容を目指す。

〇指導案バンクを今後、いか
に管内の先生方に広めていく
か。



後志管内各校の
ＯＪＴに寄与できる

研修センターを目指して…



令和４年度後志教育研修センター
調査研究事業報告会

学習指導調査研究委員会

令和５年１月１２日

於：後志教育研修センター

ご静聴ありがとうございました。
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